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　２０２１年度 静岡地区行事予定

　１）大　会

№

①サークル活動による、各企業の特徴ある 　地区長賞 ３件
    体験事例を発表します。 　優秀賞     ３件

②発表後の講評により良かった点や今後の 　審査委員特別賞 ３件
    課題等が習得出来ます。 * 発表数等により表彰数は変動します

③発表体験と聴講を通じてサークルの ＜運営事例＞
    質的向上・活性化に役立ちます。 　特別賞 ３件  

④運営事例発表は、東海支部選抜大会 　東海支部選抜
　　出場の選考会です。 　大会出場権利 ２件

　県知事賞   ２件
　優秀賞    ２件
　審査委員特別賞  ２件
* 発表数等により表彰数は変動します

※2 発表サークル決定方法に

　　　ついては、下記説明を

　　　ご覧下さい。

　地区長賞  ２件

　優秀賞      ２件

　審査委員特別賞  ２件

* 発表数等により表彰数は変動します

※1 事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕

　２）研 修 会

№

　３）経営者・管理者懇話会

№

２０２1年度「ＱＣサークル東海支部静岡地区行事」のお知らせ

行事の名称
（行事担当会社）

開催日
（開催場所）

参加費
発表数

（予定数）
募集人員 特　　徴 備      考

QCサークル
さつき大会

（㈱小糸製作所）

６月２日(水)
（WEB配信のみ）

４，０００円

〈1会場〉
製造：9件

 ※1事・販・サ
（含む医・福）

：9件

運営：5件

ー1

2

ＱＣサークル
秋桜大会

（トヨタ自動車㈱）

１０月２７日(水)
(WEB配信のみ)

グランシップ
４，０００円

<第1会場>
製造：9件

　

<第2会場>
 ※1事・販・サ
（含む医・福）

：9件

ー

①県の後援により県知事賞が授与される
 　最高峰の大会です。
②サークル活動による、各企業の特徴ある
   体験事例を発表します。
③発表後の講評により良かった点や今後の
   課題等が習得出来ます。
④発表体験と聴講を通じてサークルの
   質的向上・活性化に役立ちます。
⑤ＱＣサークル活動に役立つ有意義な
　 講演が聴けます。

3 ４，０００円

<第１会場>
製造：9件

ー

①サークル活動による、各企業の特徴ある
   体験事例を発表します。
②発表後の講評により良かった点や今後の
    課題等が習得出来ます。
③発表体験と聴講を通じてサークルの
   質的向上・活性化に役立ちます。
④ＱＣサークル活動に役立つ有意義な
　 講演が聴けます。

<第２会場>
 ※１事・販・サ
（含む医・福）

：9件

ＱＣサークル
新春大会

（浜名湖電装㈱）

２０２２年
１月２０日（木）

(WEB配信のみ）

行事の名称
（行事担当会社）

開催日
（開催場所）

コース等
参加費

募集対象 募集人員 特　　徴

1-1

第１回
ＱＣサークル
基本研修会
（ジヤトコ㈱）

１２月２１日(火)
(掛川市)

㈱キャタラー

１日コース
４，０００円

・サークル
　　メンバー

１日コース
４，０００円

・サークル
　　メンバー

３０人
①問題解決手順について、事例を交えた講話が聴けます。
②体験学習を通して、問題解決手法が身につきます。
③手法に沿って演習をし、より手法の理解を深められます。
④異業種の方との交流が図れます。

３０人

2
QCサークル

リーダー研修会
（㈱デンソー）

９月２１日(火)
（Web研修）

３時間
無料

1-2

第２回
ＱＣサークル
基本研修会
（ジヤトコ㈱）

１２月２２日(水)
(掛川市)

㈱キャタラー

・賛助会員限定
　 リーダー
　 サブリー

ダー

４０人
(AM･PM
各20人)

① 問題解決の手順について、事例を交えた講話が聴けます。
② 体験学習を通じて、問題解決の仕方が身につきます。
③ 手法に沿って演習をし、より手法の理解を深められます。
④ 異業種の方との交流が図れます。

3 無料 ・賛助会員 ２０人
①推進担当者の役割と必要な知識を身につけ、自社の
　小集団改善活動の活性化に役立てる事が出来ます。
②賛助会員相互の交流が図れます。

ＱＣサークル
賛助会員研修会
（矢崎総業㈱）

１２月１０日（金）

矢崎総業㈱

行事の名称
（行事担当会社）

開催日
（開催場所）

コース等
参加費

募集対象 募集人員

1
経営者・管理者

懇話会
（㈱キャタラー）

中止 ー
・経営者
・管理者

２５人

①小集団改善活動を実践されている経営者・管理者の方を
　対象にした懇話会です。
②静岡を代表する企業経営者による「特別講演」や優秀事例により、
　小集団改善活動の更なる活性化にお役に立てる情報を
　提供いたします。

特　　徴

スローガン：QCサークルを通じて 新たな価値を創造し 「変化に強い静岡」をつくろう！

* 各大会の開催方法等の詳細は別途案内にてお知らせ致します。

◎コロナウイルス感染拡大状況に応じ開催方法を変更する場合が御座います。

情報は随時HPに掲載致しますので、ご確認をお願い致します。



　

２０２１年度　東海支部行事予定

　１）大　会 ※備考に記載の「賞名」は2021年度から適用予定

№
行事の名称

（行事担当会社）
開催日

（開催場所）
参加費

発表数
（予定数）

募集人員

　支部長賞　最優秀賞

　 　４件

　支部長賞　優秀賞

１０件

　＜製造部門＞
　＜事務・販売・サービス
　〔含む医療・福祉〕部門＞

　支部長賞　最優秀賞

　 　各４件
　支部長賞　優秀賞
　　　　　製造７件　JHS5件

　支部長賞　最優秀賞

　
　支部長賞　優秀賞

　＜推進者・体験談＞
　支部長賞 
　優秀賞     
　優良賞

2021年度「ＱＣサークル東海支部行事」のお知らせ

特　　徴 備      考

①QCサークル本部主催の全日本選抜
   QCサークル大会に東海支部より出場する
   代表を決める大会です。

②発表内容は東海４地区（愛知・静岡・三重・
   岐阜）より選ばれた各地区を代表する優秀
   サークルの体験談で、質量共に充実し大変
   参考になります。

1

ＱＣサークル
本部長賞

支部選抜大会

（㈱ジェイテクト）

７月１６日（金）
（WEB開催）

３，５００円
製造運営

１４件
ー

2

ＱＣサークル
チャンピオン大会

（㈱ＴＹＫ）

９月１７日（金）
(WEB開催) ３，５００円

体験談
２４件 ー

①東海４地区（愛知・静岡・三重・岐阜）の
   優秀事例を集結し競い合う大会です。

②製造の改善事例及び、事務・販売・サービス
   〔含む医療・福祉〕の事例など、
   活動全体から多くのことが学べます。

　＜事販サ運営＞

２０２２年
２月９日（水）

交流の場
２月１０日（木）
体験談発表会

(大府市)
愛三文化会館

交流の場
無料
大会
会場
５，５００円
WEB
３，５００円

3

ＱＣサークル
総合交流大会

（トヨタ車体㈱）

事販サ運営
３件

推進者
４件

体験談
３４件

４００人

①１日目は、異業種の多様な体験談発表・
   事例研究・講演が聴けます。

②２日目は、東海４件にある企業の工場を
   見学し、更にグループ討議を通じて
   いろいろな企業の人と交流を行い、自社の
   QCサークル活動の質の向上に役立たせる
   事が出来ます。

スローガン ：ＱＣサークル活動 (小集団改善活動) の基本を大切にしつつ

新しい時代にあったスタイルを追求する

* 参加費・募集人員・開催日時など、変更になる場合があります。

◎コロナウイルス感染拡大状況に応じ開催方法を変更する場合が御座います。

情報は随時HPに掲載致しますので、ご確認をお願い致します。



（2/4)
3 1 3 4 ー 0 1

・サークルおよび職場のニーズに基づいており、悪さや

取り上げた理由 ・関連部門の配慮がされているか。

・「どう悪いのか」がデータ等で客観的に示されているか。

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・絞り込んだ現象が「なぜ悪いのか」についてその要因が

　究明しているか。

・究明した真の原因と対策は、結び付いているか。

・適切な対策を選定しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　７．標準化と管理の 　が行われているか。

　れているか。 （教育・訓練と維持確認）

　８．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

合　　　計　　　得　　　点 ２０点～１００点

順　　　　　　　　　　　　位

8 10

　工夫の跡がみられるか。

　１１．発表方法
2 4 6 10

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

　１０．運営の工夫②
2 4 6

8

　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　９．運営の工夫①
2

・計画通りでスピーディな活動であったか。

8 10

・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5

4 6

10

　　  実施 ・実施計画をつくり、役割分担で改善が進められているか。

　６．効果の確認
1

・波及効果・無形効果を把握しているか。

8

2 3 4

2 4 6

6 9

5

12 156 9

12 15

　４．要因の解析 　十分に洗い出され、かつ、データで検証し、真の原因を

　５．対策の検討と 3

3

 　２．現状の把握 ・悪さが浮きぼりにされているか。

5

　 ３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

1 2

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

　 定着

問題解決型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル

　１．テーマ（問題）と 　　 困り具合が明確になっているか。

2 4

3 4

6 8 10



（3/4)
3 1 3 4 ー 0 1

・サークルおよび職場のニーズに基づいており、課題達成

　 取り上げた理由 ・関連部門の配慮がされているか。

・現状レベルと要望レベルおよびそのギャップが客観的に

・ギャップを埋める攻め所は明確にされているか。

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・方策案（アイデア）を十分出しきっているか。

　し、選び出しているか。

・効果の高いと思われる方策を実現性や経済性等で評価

　して、具体的なシナリオを選定しているか。

　しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）

　７．標準化と管理の 　が行われているか。

　れているか。

　８．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

合　　　計　　　得　　　点 ２０点～１００点

順　　　　　　　　　　　　位

8 10

　工夫の跡がみられるか。

　１１．発表方法
2 4 6 10

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

　１０．運営の工夫②
2 4 6

8

　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　９．運営の工夫①
2

・計画通りでスピーディな活動であったか。

8 10

・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5

4 6

10

　 追究と実施 ・実施上の悪影響や副作用を予測し、事前防止策を検討

　６．効果の確認
1

・波及効果・無形効果を把握しているか。

8

2 3 4

2 4 6

4 6

5

12 156 9

8 10

　４．方策の立案 ・実現性にとらわれず、効果のあると思われるものを評価

　５．成功シナリオの 3

2

　２．攻め所の明確化 　に把握されているか。

5

　３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

1 2

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

　 定着

課題達成型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル

　１．テーマ（課題）と 　の必要性が明確になっているか。

3 6

3 4

9 12 15



（3/5)
3 1 3 4 ー 0 1

・サークルおよび職場のニーズに基づいており、悪さや

取り上げた理由 ・関連部門の配慮がされているか。

・至急取り組まなければならない理由が明確か。

・「どう悪いのか」がデータ等で客観的に示されているか。

・悪さが浮きぼりにされ対策のねらい所の切り口を

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・対策のねらい所に対し対策は、結び付いているか。

・適切な対策を選定しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　６．標準化と管理 　が行われているか。

　　の定着
　れているか。 （教育・訓練と維持確認）

　７．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

8

・計画通りでスピーディな活動であったか。

　工夫の跡がみられるか。

合　　　計　　　得　　　点 20点～100点

8 10

　９．運営の工夫②
2 4 6 10

順　　　　　　　　　　　　位

　１０．発表方法
2 4 6

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

管理の定着 ・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5

　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　８．運営の工夫①
2 4 6 8 10

2 4 6 8 10

20

　　  実施 ・実施計画をつくり、役割分担で改善が進められているか。

　５．効果の確認
1 2 3 4 5

・波及効果・無形効果を把握しているか。

　４．対策の検討と 4 8 12 16

3 4 5

　 ３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

　つかんでいるか。
　　　対策のねらい所

・対策のねらい所が決められ、本当に目標を達成できるか。

1 2

 　２．現状の把握と　　 4 8 12 16 20

　１．テーマ（問題）と 　　 困り具合が明確になっているか。

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

施策実行型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル



（4/5)
3 1 3 4 ー 0 1

・顧客のニーズや職場の方針に基づいており、将来の想定

取り上げた理由 ・リスクアセスメント（影響度、波及性等の評点）がされているか

・「どう悪いのか」がデータ等で客観的に示されているか。

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・過去のトラブルの原因となった失敗が整理されているか

・失敗の危険優先度により対策の必要性を明確にしているか

・発見した活動機会と対策は、結び付いているか。

・適切な対策を選定しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　７．標準化と管理 　が行われているか。

　　の定着
　れているか。 （教育・訓練と維持確認）

　８．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

8

・計画通りでスピーディな活動であったか。

　工夫の跡がみられるか。

合　　　計　　　得　　　点 ２０点～１００点

8 10

　１０．運営の工夫②
2 4 6 10

順　　　　　　　　　　　　位

　１１．発表方法
2 4 6

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

管理の定着 ・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5
　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　９．運営の工夫①
2 4 6 8 10

3 4 5
・波及効果・無形効果を把握しているか。

2 4 6 8 10

　　　水平展開 ・実施計画をつくり、役割分担で改善が進められているか。

　６．効果の確認
1 2

12 15

　４．活動機会の発見 ・プロセスを見える化し、起こりそうな失敗を洗い出しているか

　５．対策の共有と 3 6 9 12 15

　 ３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

3 6 9

8 10
 　２．現状の把握 ・悪さが浮きぼりにされているか。

1 2 3 4 5

　１．テーマ（問題）と 　　 される問題・課題を取り上げているか

2 4 6

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

未然防止型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル


